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　３月末をもって川崎病院の院長を退任致しました。10年間
の長きに亘るご厚情を感謝いたします。
　私が院長職を拝命したのは2012年６月でした。翌年末には、
長らくあった本館・北館を取り壊し、新しく西館を完成させ
ました。さらに東館（旧南館）の改修も終了し、病院自体がすっ
かり新しくなり、患者さんに喜んでいただいたことが大きな
喜びでした。その後すぐに電子カルテを導入し、病院設備の
一新だけではなく、診療機能の効率化、充実化を行いました。
ちょうどその頃から国は超高齢化社会の医療体制として、急
性期病床の削減と回復期病床を創設し、病床機能分化を促進
し始めました。当院でも、2016年夏より回復期である地域包
括ケア病床48床を設置し、急性期から回復期、在宅へのスムー
ズな流れを実現できる体制をとっております。また、地域の
医療に貢献する立場から、先生方からの患者紹介に対する医
療の提供や逆紹介の促進、医療機器の共同利用、救急医療の
提供など、かかりつけ医等への支援を通じて地域医療の確保
を図る機関として、2018年に地域医療支援病院として認定さ
れました。救急医療をはじめとして、循環器疾患、消化器疾患、
腎疾患、悪性腫瘍、生活習慣病、整形外科疾患などをメイン
として、地域医療に貢献できる拠点病院として成長してきて
おります。これもひとえに地域の先生方のご支援、ご協力の
賜物と感謝しております。さらに先生方との連携をより強化
して、地域医療のお役に立ちたいと念じております。
　直近の３年間においては、新型コロナウイルス感染症が世
界的に拡がり、当地神戸でも断続的に幾重の波が押し寄せま
した。そのなかで地域の医療を支えるため、行政からの要請
もあり、コロナ専用病床の設置、発熱外来の運用を行い、職
員全員が感染防御に対する取り組みを実践し、積極的なコロ
ナ患者さんの受け入れを図ってきました。現在は収束に向か
いつつあるようにも見えますが、今後も引き続きこの状況を
継続し、地域貢献を行っていきたいと思っております。
　今後も医療の厳しい局面が続くものと思いますが、院長と
しての10年間を節目として病院の運営を後進に譲りたいと存
じます。院長退任後も診療は今まで通り続けたいと思います。
川崎病院院長を無事に勤めさせていただけたのは、地域の先
生方の熱いご支援の賜物と心から感謝し御礼申し上げます。

院長退任挨拶 院長就任挨拶
医療法人川崎病院

中村 正
　このたび、中村正前院長の後任として４月１日をもちまして、
院長に就任致しました。中村先生と同様にご厚誼を賜ります
ようにお願い申し上げます。
　わたくしは、鳥取大学医学部心臓血管外科学より縁あって
こちらに赴任いたしました。1983年に大阪大学を卒業後、心
臓血管外科の臨床および研究を中心に活動してまいりました。
2006年に鳥取大学へ赴任し急性期高度医療に携わるとともに、
2016年からは手術部長を兼任し、安全な手術室の構築に努め
てまいりました。鳥取県は高齢化した過疎地域が多く、急性
期治療後の病病連携、病診連携の構築などでも多くの経験を
積めたと思っております。今後これらの経験が生かせればと
考えております。どうぞよろしくお願い致します。
　当院は1936年の設立以来、今年で88年目を迎えました。
これからも、「良質な医療を提供し、信頼される病院に」とい
う川崎病院の医療理念に基づき、各診療科の医療機能の充実、
チーム医療の推進、医療安全に十分配慮した診療に誠心誠意
取り組み、地域医療へのさらなる貢献を目指し職員一丸となっ
て鋭意努力を続けてまいります。そして、院内外での全般的
な患者さんの支援業務、患者さんに関わる多職種への研修・
教育、院外への広報活動などに積極的に取り組んでいきたい
と考えております。
　また、３年以上にわたって感染流行の波を繰り返してきた
新型コロナウイルス感染症もようやく収束の兆しが見え始め
ました。しかしながら、当院の所在する兵庫区は神戸市の中
でも高齢者が多い地域であり、感染すれば重症化リスクが高
い患者さんが多くおられます。今後も引き続き感染対策を怠
らず、一般診療の充実に努めてまいります。
　本年度事業目標である、①救急医療の維持・促進、②コロナ
ウイルス感染防御対策の徹底、③地域医療支援病院としての機
能のさらなる強化と地域医療連携の促進、④地域包括ケア病棟
の安定的運用と院外からの入院促進、⑤患者支援センター機能
の強化と活性化、⑥診療機能充実を目指した医師の確保、⑦医
療安全の強化と積極的な取り組み、⑧災害対応病院としての役
割の明確化と機能強化、⑨予防医学部門の強化と健診事業の促
進、の９項目の達成に向けて引き続き邁進してゆく所存です。
　最後に、当院が神戸市の中でも高齢者が多いこの地域でさ
らに地域医療に貢献していくためには、リハビリや機能回復
に専念出来る療養型病院、老健施設、特別養護老人ホームと
の連携が特に重要です。今後の病診連携、病病連携のさらな
る発展のためにも、ご理解とご支援のほど、何卒よろしくお
願い申し上げます。

医療法人川崎病院

院長　西村 元延

　 電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297ご予約は地域医療連携室まで電話またはFAXにてお申し込み下さい。

令和５年度 入職式を行いました。
　４月３日（月）に、令和５年度の入職式を執り行
いました。
　今年は研修医４名、看護師23名（内、保健師１名）、
薬剤師２名、臨床検査技師１名、診療情報管理士
３名、社会福祉士１名、事務職１名の計35名が新
たに川崎病院の一員になりました。
　これからも地域の健康に貢献できるよう、病院
一丸となって頑張って参りますのでよろしくお願
い致します。

その他、各診療科にて力を注いでいる疾患・治療

注） 学会など諸事情により代診、休診になる場合もあります。
　　あらかじめご了承ください。

標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日 標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日

内科

糖尿病

血液

消化器癌の外科的治療
（近年は腹腔鏡手術に

力を入れております）

肝胆膵領域の悪性疾患
鼠径ヘルニア

胆石症、虫垂炎、鼠径ヘルニア
などの外科的疾患

市原 紀久雄（金曜 午前）
大塚 章人（木曜 午前・午後）

村井 潤（火曜 午前／水曜 午前）
横田 真二（月曜 午前）

出口 有近（木曜 午前・午後）
※糖尿病・生活習慣病センター枠（月～金 午後)
飯田 正人（月曜 午前／水曜 午前／金曜 午後）

中村 正（月曜 午前／水曜 午前）
前田 哲男（月曜 午前／水曜 午前）
野村 祐介（火曜 午前／木曜 午前）

于 志峰（金曜 午前）

全医師が対応致します

谷川 隆彦（水曜 午前／金曜 午前）
秋山 洋介（月曜 午前）

木村 聡宏（火曜 午前／金曜 午前）
村上 弘大（水曜 午前）
三上 城太（木曜 午前）

＊手術内容に応じて変更になることがあります
梶原 淳（木曜 午前）
梶原 淳（水曜 午後）

全医師が対応致します

西村 元延(月曜／午前）

循環器内科

外科
消化器外科

心臓血管外科

肥満、高脂血症、痛風

消化器

心臓血管疾患全般
(弁膜症、大動脈瘤）

心不全
末梢動脈疾患
冠動脈疾患

耳鼻咽喉科

整形外科

眼　　科

歯科
口腔外科

下屋 聡子 （月、水、木、金、土 午前）
※土曜日は第3のみ

形成外科 村上 英毅 （月、火、木、金 午前）

睡眠時無呼吸症候群
中耳炎

アレルギー性鼻炎
副鼻腔炎
扁桃炎

声 帯 ポ リ ー プ
突発性難聴

顔面神経麻痺

手全般
脊椎

骨粗鬆症
涙道手術

常深 健二郎（月曜 午前 ／水曜 午前 ／金曜 午前）
堀之内 豊（火曜 午前）

西堀 祥晴（第1.3.5の木曜 13：00 ～ 15：00）
松塲 眞弓（火曜 午前／水曜 午前／金曜 午前）

瘢痕・瘢痕拘縮
難治性潰瘍

外傷
皮膚・軟部組織損傷（全身）

顔面骨骨折
感染症

腫瘍（悪性、 良性）
顎骨骨折 全医師が対応致します

専　門　特　殊　外　来　等　担　当　医　表

（注）心臓血管外科外来では、心臓弁膜症などの疾患に対する外科的治療について検討を行い、手術適応症例については大阪大学心臓血管外科（患者さんの希望によっては近隣病院）に紹介致します。

診　療　科 月 火 水 木 金

内科
午前 横田 真二

【糖尿病外来】

前田 哲男

西村 元延

高井 研次
前田 哲男 野村 祐介

松田 守弘　9：00 ～ 11：00
野村 祐介

担当医（注）

松田 守弘  9：00 ～ 11：00
于 志峰

高井 研次

・・・・・

大塚 章人
【糖尿病外来】

村井 潤
【糖尿病外来】

杉澤 良介
【神経内科外来】

【レーザー外来】 完全予約制

市原 紀久雄
【糖尿病外来】

平位 一廣
【呼吸器外来】

午後 粕本 博臣
【腎臓外来】

福田 貴与子
【呼吸器外来】

久保 聡子
【糖尿病外来】

片山　優子
【総診・呼吸器外来】

村井 潤
【糖尿病外来】

松島 和樹
【予防接種外来】

中村 正（第1・3・5）
安田　美奈（第2・4）

【禁煙外来】

長谷 善明
【腫瘍外来】

大塚 章人
【糖尿病外来】

飯田 正人
【血液外来】

常深 健二郎
【手外科外来】～ 11：00

循環器内科

心臓血管外科

総合診療科
消化器内科

午後

辻尾 成人
【腎臓外来】

髙橋 怜嗣
【不整脈外来】

(第1・2・3)
【ペースメーカー外来】

・・・・・・・・・・・・・・・

松島 和樹  9：00 ～ 11：00

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・午前

午前

午前

午前
午前

・・・・・

・・・・・ 柴北　宗顕
【直腸肛門外来】 14：30 ～

・・・・・ ・・・・・

山本 真由子
【乳腺外来】

堀之内 豊
【脊椎外来】

・・・・・
外科

午後

午後

整形外科
午前 ・・・・・

西堀　祥晴
【骨粗鬆症外来】（第1・3・5）

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

午後 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・

下屋　聡子
【補聴器外来】（第1・3・4・5）要 外来受診 ・・・・・

形成外科
午前 【フットケア外来】

・・・・・
・・・・・

耳鼻咽喉科

午後
・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・

【フットケア外来】
・・・・・

（第1・4）
【ストーマ外来】 9：00 ～

梶原　淳
【ヘルニア外来】
 13：30 ～ 15：30

インプラントおよび
インプラントのための骨再生



当院の外来看護が変化しています
～患者さんがその人らしく過ごせるために～

　「ときどき入院、ほぼ在宅」と謳われるようになり、当院でも「その人らしく住み慣れた自宅で長く過ごせるよう
に」と外来療養支援を強化しています。
　これまでは、患者支援センターで取り組んできた在宅療養支援ですが、看護部外来部門でも患者さんの「困りご
とや不安」に応えられるよう積極的な関わりを目指しています。

　在宅サービスの調整が必要と判断したときは、患者支援センター・
地域の専門職（ケアマネージャー、訪問介護ステーション看護師、
地域包括支援センター職員等）の方々と患者さんにとって最善の方
法を検討しながら進めています。
　また、患者さん自身が現状を理解し病気に向き合うことが出来る
ような指導・関わりを心がけています。
　結果として、外来看護師から患者支援センターへの相談件数は実
施前の年と比較して大幅に増加しました。続く年度においても増加
しています。（資料１）
　また2020年度より多職種で毎週金曜日にカンファレンスを開催し、
療養支援が必要な外来患者さんについて話し合いを行っています（写真２・３）
　それでも私達だけでは解決が難しいケースもあり、
● 近隣の「あんしんすこやかセンター」

や「訪問看護ステーション」との意
見交換会の開催

● 院外研修や地域ケア会議などへの
積極的な参加

など、地域の実情や在宅での専門職の
役割を学ぶ機会を活かしながら相互理
解を図り解決を目指しています。
　療養支援を経験する中で、外来看護
師の意識は大きく向上しています。今
後も地域の方々のお役に立てるように
努力していきたいと考えています。当
院へ通院中の患者さんで気になる方が
おられましたらご一報いただければ幸
いです。

具体的な流れ

（写真１）

（資料１）

（写真２） （写真３）

● 前日に予約患者さんのカルテを確認

● 支援の検討が必要な患者さんを選定

● 診察の待ち時間に自宅での生活状況の聞き取り（写真１）

　４月に整形外科部長として着任した常深健二郎（つねみけんじろ
う）です。私は、1998年に近畿大学を卒業後、兵庫医科大学整形外
科に入局し、研修を経て、手外科疾患を主として整形外科一般で治
療を行ってきました。整形外科専門医に加え、手外科専門医・指導
医を取得しております。
　当院は手外科学会認定研修施設を標榜しており、今後も手外科疾
患に力を入れていきたいと考えております。日常診察でよく見かけ
る腱鞘炎（狭窄性腱鞘炎、ド・ケルバン病）、絞扼性神経障害（手根管
症候群、肘部管症候群）、上肢の変性疾患、骨折など、手術が必要な
患者様がおられましたらぜひご紹介いただければと考えております。
これからも近隣・地域のクリニックの先生方と良い関係を保っていき、
地域医療に貢献したいと思っております。どうぞよろしくお願い申
し上げます。

新整形外科部長

常深 健二郎

新整形外科部長よりご挨拶

■ 専門分野もしくは得意分野：手外科
■ 最終学歴：兵庫医科大学医学研究科（大学院）
　　　　　　 平成17年３月修了
■ 資格
　 日本整形外科学会　整形外科専門医
　 日本整形外科学会認定リウマチ医
　 日本手外科学会　手外科専門医・指導医
　 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

プロフィール

新入職医師のご紹介

大野呂　知之

麻酔科
医長

おおのろ ともゆき

専門分野又は得意分野●手術麻酔、一般
趣味●サッカー観戦
４月より麻酔科常勤医として勤
務しております大野呂と申しま
す。満足度の高い手術室にして
いけるよう努めていきたいと
思っています。よろしくお願い
致します。

中井　真美

循環器内科
医長

なかい まみ

専門分野又は得意分野●循環器内科一般
趣味●旅行、登山
熊本にて循環器内科医として７年勤務しておりま
した中井と申します。循環器関連領域の疾患には、
薬剤、低侵襲治療などの新しい選択肢も増えてき
ております。患者様一人一人の病態にあった最適
な治療法を提供できるよう、まだまだ勉強中です
が、努めて参ります。よろしくお願い致します。

武田　幸大

総合診療科
医長

たけだ よしひろ

専門分野又は得意分野●内科
趣味●珈琲、農業
４月より勤務しております武田
です。生まれ育ったこの兵庫の
地で、地域の皆様のお役に立て
るよう頑張っていきたいと思い
ますので、よろしくお願い申し
上げます。

右近　亮介

整形外科
副医長

うこん りょうすけ

専門分野又は得意分野●一般外傷・膝・
　　　　　　　スポーツ
趣味●バスケットボール
４月より勤務しております右近
です。手術適応症例やお困りの
症例がございましたら、ぜひご
相談下さい。よろしくお願い致
します。

岩津　友大

整形外科
副医長

いわつ ともき

専門分野又は得意分野●一般外傷
趣味●サッカー
４月から勤務しております岩津
です。CT/MRIなど精査が必要
な患者様がいらっしゃればいつ
でもご相談いただければ当科で
対応致します。今後とも、何卒
よろしくお願い致します。

髙木　真信

内科専攻医
たかき  まさのぶ

専門分野又は得意分野●内科
趣味●スポーツ観戦
４月より診療させていただきま
す髙木です。地域の皆様に貢献
できるよう、精いっぱい頑張り
ます。よろしくお願い致します。

三木　崇充

内科専攻医
みき たかみつ

専門分野又は得意分野●内科・循環器内科一般
趣味●ドラム、釣り、将棋
医師として出来る限り患者様に
寄り添った医療を提供したいと
思っております。よろしくお願
い致します。

藤澤　聡

内科専攻医
ふじさわ あきら

専門分野又は得意分野●総合内科
趣味●工学、英語の勉強
４月より診療させていただきま
す藤澤と申します。丁寧な診療
を心がけています。英語での診
療可能です。よろしくお願い致
します。

坂本　紗英花

内科専攻医
さかもと さえか

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●カフェ巡り
４月に新たに赴任致しました。
まだまだ未熟者ですが精いっぱ
い頑張りますのでご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上
げます。

李　信至

内科専攻医
り しんじ

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●読書
４月より診療させていただきま
す李です。頑張ります。よろし
くお願い致します。

李　理那

内科専攻医
り りな

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●映画鑑賞
４月より診療させていただきま
す李と申します。頑張りますの
で、よろしくお願い致します。

赤井　亮介

内科専攻医
あかい りょうすけ

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●子ども達と過ごすこと
４月より診療させていただきま
す赤井です。地域医療に貢献で
きるよう努めてまいります。こ
れからよろしくお願い致しま
す。

山田　紗綾

内科専攻医
やまだ さや

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●お菓子作り、観劇、温泉旅行
４月より診療させていただきま
す山田と申します。少しでもお
役に立てるように頑張りますの
でよろしくお願い致します。

西川　りさ子

内科専攻医
にしかわ りさこ

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●ホットヨガ、ラーメン店巡り
４月より診療させていただきま
す西川と申します。至らない点
も多々あるかと思いますが、精
いっぱい頑張ります。ご指導ご
鞭撻のほど、何卒よろしくお願
い致します。

斎藤　勇太

内科専攻医
さいとう ゆうた

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●映画鑑賞
４月より診療させていただきま
す斎藤です。地域医療に貢献で
きるよう日々精進して参ります
ので、よろしくお願い致します。

市川　勘志郎
趣味●筋トレ
患者さんに信頼される医師
を目指して元気よく頑張り
ます。よろしくお願い致し
ます。

いちかわ かんしろう

青山　怜奈
趣味●歌、散歩
不安もありますが、「のびし
ろしかない」という言葉を胸
に、日々精進して参ります。
よろしくお願い致します。

あおやま れいな

國見　舞
趣味●ダンス、映画鑑賞
たくさんのことを吸収し一日でも
早く先生方や患者さんのお力にな
れるよう頑張りますので、ご指導
のほどよろしくお願い致します。

くにみ まい

平井　直志
趣味●登山、ボルダリング
研修医という立場を活かし
て様々なことを吸収したい
と思います。よろしくお願
い致します。

ひらい なおゆき

市川 青山 國見 平井

初期研修医

お気軽にご連絡ください！
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当院の外来看護が変化しています
～患者さんがその人らしく過ごせるために～

　「ときどき入院、ほぼ在宅」と謳われるようになり、当院でも「その人らしく住み慣れた自宅で長く過ごせるよう
に」と外来療養支援を強化しています。
　これまでは、患者支援センターで取り組んできた在宅療養支援ですが、看護部外来部門でも患者さんの「困りご
とや不安」に応えられるよう積極的な関わりを目指しています。

　在宅サービスの調整が必要と判断したときは、患者支援センター・
地域の専門職（ケアマネージャー、訪問介護ステーション看護師、
地域包括支援センター職員等）の方々と患者さんにとって最善の方
法を検討しながら進めています。
　また、患者さん自身が現状を理解し病気に向き合うことが出来る
ような指導・関わりを心がけています。
　結果として、外来看護師から患者支援センターへの相談件数は実
施前の年と比較して大幅に増加しました。続く年度においても増加
しています。（資料１）
　また2020年度より多職種で毎週金曜日にカンファレンスを開催し、
療養支援が必要な外来患者さんについて話し合いを行っています（写真２・３）
　それでも私達だけでは解決が難しいケースもあり、
● 近隣の「あんしんすこやかセンター」

や「訪問看護ステーション」との意
見交換会の開催

● 院外研修や地域ケア会議などへの
積極的な参加

など、地域の実情や在宅での専門職の
役割を学ぶ機会を活かしながら相互理
解を図り解決を目指しています。
　療養支援を経験する中で、外来看護
師の意識は大きく向上しています。今
後も地域の方々のお役に立てるように
努力していきたいと考えています。当
院へ通院中の患者さんで気になる方が
おられましたらご一報いただければ幸
いです。

具体的な流れ

（写真１）

（資料１）

（写真２） （写真３）

● 前日に予約患者さんのカルテを確認

● 支援の検討が必要な患者さんを選定

● 診察の待ち時間に自宅での生活状況の聞き取り（写真１）

　４月に整形外科部長として着任した常深健二郎（つねみけんじろ
う）です。私は、1998年に近畿大学を卒業後、兵庫医科大学整形外
科に入局し、研修を経て、手外科疾患を主として整形外科一般で治
療を行ってきました。整形外科専門医に加え、手外科専門医・指導
医を取得しております。
　当院は手外科学会認定研修施設を標榜しており、今後も手外科疾
患に力を入れていきたいと考えております。日常診察でよく見かけ
る腱鞘炎（狭窄性腱鞘炎、ド・ケルバン病）、絞扼性神経障害（手根管
症候群、肘部管症候群）、上肢の変性疾患、骨折など、手術が必要な
患者様がおられましたらぜひご紹介いただければと考えております。
これからも近隣・地域のクリニックの先生方と良い関係を保っていき、
地域医療に貢献したいと思っております。どうぞよろしくお願い申
し上げます。

新整形外科部長

常深 健二郎

新整形外科部長よりご挨拶

■ 専門分野もしくは得意分野：手外科
■ 最終学歴：兵庫医科大学医学研究科（大学院）
　　　　　　 平成17年３月修了
■ 資格
　 日本整形外科学会　整形外科専門医
　 日本整形外科学会認定リウマチ医
　 日本手外科学会　手外科専門医・指導医
　 日本スポーツ協会公認スポーツドクター

プロフィール

新入職医師のご紹介

大野呂　知之

麻酔科
医長

おおのろ ともゆき

専門分野又は得意分野●手術麻酔、一般
趣味●サッカー観戦
４月より麻酔科常勤医として勤
務しております大野呂と申しま
す。満足度の高い手術室にして
いけるよう努めていきたいと
思っています。よろしくお願い
致します。

中井　真美

循環器内科
医長

なかい まみ

専門分野又は得意分野●循環器内科一般
趣味●旅行、登山
熊本にて循環器内科医として７年勤務しておりま
した中井と申します。循環器関連領域の疾患には、
薬剤、低侵襲治療などの新しい選択肢も増えてき
ております。患者様一人一人の病態にあった最適
な治療法を提供できるよう、まだまだ勉強中です
が、努めて参ります。よろしくお願い致します。

武田　幸大

総合診療科
医長

たけだ よしひろ

専門分野又は得意分野●内科
趣味●珈琲、農業
４月より勤務しております武田
です。生まれ育ったこの兵庫の
地で、地域の皆様のお役に立て
るよう頑張っていきたいと思い
ますので、よろしくお願い申し
上げます。

右近　亮介

整形外科
副医長

うこん りょうすけ

専門分野又は得意分野●一般外傷・膝・
　　　　　　　スポーツ
趣味●バスケットボール
４月より勤務しております右近
です。手術適応症例やお困りの
症例がございましたら、ぜひご
相談下さい。よろしくお願い致
します。

岩津　友大

整形外科
副医長

いわつ ともき

専門分野又は得意分野●一般外傷
趣味●サッカー
４月から勤務しております岩津
です。CT/MRIなど精査が必要
な患者様がいらっしゃればいつ
でもご相談いただければ当科で
対応致します。今後とも、何卒
よろしくお願い致します。

髙木　真信

内科専攻医
たかき  まさのぶ

専門分野又は得意分野●内科
趣味●スポーツ観戦
４月より診療させていただきま
す髙木です。地域の皆様に貢献
できるよう、精いっぱい頑張り
ます。よろしくお願い致します。

三木　崇充

内科専攻医
みき たかみつ

専門分野又は得意分野●内科・循環器内科一般
趣味●ドラム、釣り、将棋
医師として出来る限り患者様に
寄り添った医療を提供したいと
思っております。よろしくお願
い致します。

藤澤　聡

内科専攻医
ふじさわ あきら

専門分野又は得意分野●総合内科
趣味●工学、英語の勉強
４月より診療させていただきま
す藤澤と申します。丁寧な診療
を心がけています。英語での診
療可能です。よろしくお願い致
します。

坂本　紗英花

内科専攻医
さかもと さえか

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●カフェ巡り
４月に新たに赴任致しました。
まだまだ未熟者ですが精いっぱ
い頑張りますのでご指導ご鞭撻
のほど、よろしくお願い申し上
げます。

李　信至

内科専攻医
り しんじ

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●読書
４月より診療させていただきま
す李です。頑張ります。よろし
くお願い致します。

李　理那

内科専攻医
り りな

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●映画鑑賞
４月より診療させていただきま
す李と申します。頑張りますの
で、よろしくお願い致します。

赤井　亮介

内科専攻医
あかい りょうすけ

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●子ども達と過ごすこと
４月より診療させていただきま
す赤井です。地域医療に貢献で
きるよう努めてまいります。こ
れからよろしくお願い致しま
す。

山田　紗綾

内科専攻医
やまだ さや

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●お菓子作り、観劇、温泉旅行
４月より診療させていただきま
す山田と申します。少しでもお
役に立てるように頑張りますの
でよろしくお願い致します。

西川　りさ子

内科専攻医
にしかわ りさこ

専門分野又は得意分野●糖尿病内分泌内科
趣味●ホットヨガ、ラーメン店巡り
４月より診療させていただきま
す西川と申します。至らない点
も多々あるかと思いますが、精
いっぱい頑張ります。ご指導ご
鞭撻のほど、何卒よろしくお願
い致します。

斎藤　勇太

内科専攻医
さいとう ゆうた

専門分野又は得意分野●腎臓内科
趣味●映画鑑賞
４月より診療させていただきま
す斎藤です。地域医療に貢献で
きるよう日々精進して参ります
ので、よろしくお願い致します。

市川　勘志郎
趣味●筋トレ
患者さんに信頼される医師
を目指して元気よく頑張り
ます。よろしくお願い致し
ます。

いちかわ かんしろう

青山　怜奈
趣味●歌、散歩
不安もありますが、「のびし
ろしかない」という言葉を胸
に、日々精進して参ります。
よろしくお願い致します。

あおやま れいな

國見　舞
趣味●ダンス、映画鑑賞
たくさんのことを吸収し一日でも
早く先生方や患者さんのお力にな
れるよう頑張りますので、ご指導
のほどよろしくお願い致します。

くにみ まい

平井　直志
趣味●登山、ボルダリング
研修医という立場を活かし
て様々なことを吸収したい
と思います。よろしくお願
い致します。

ひらい なおゆき

市川 青山 國見 平井

初期研修医

お気軽にご連絡ください！
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　３月末をもって川崎病院の院長を退任致しました。10年間
の長きに亘るご厚情を感謝いたします。
　私が院長職を拝命したのは2012年６月でした。翌年末には、
長らくあった本館・北館を取り壊し、新しく西館を完成させ
ました。さらに東館（旧南館）の改修も終了し、病院自体がすっ
かり新しくなり、患者さんに喜んでいただいたことが大きな
喜びでした。その後すぐに電子カルテを導入し、病院設備の
一新だけではなく、診療機能の効率化、充実化を行いました。
ちょうどその頃から国は超高齢化社会の医療体制として、急
性期病床の削減と回復期病床を創設し、病床機能分化を促進
し始めました。当院でも、2016年夏より回復期である地域包
括ケア病床48床を設置し、急性期から回復期、在宅へのスムー
ズな流れを実現できる体制をとっております。また、地域の
医療に貢献する立場から、先生方からの患者紹介に対する医
療の提供や逆紹介の促進、医療機器の共同利用、救急医療の
提供など、かかりつけ医等への支援を通じて地域医療の確保
を図る機関として、2018年に地域医療支援病院として認定さ
れました。救急医療をはじめとして、循環器疾患、消化器疾患、
腎疾患、悪性腫瘍、生活習慣病、整形外科疾患などをメイン
として、地域医療に貢献できる拠点病院として成長してきて
おります。これもひとえに地域の先生方のご支援、ご協力の
賜物と感謝しております。さらに先生方との連携をより強化
して、地域医療のお役に立ちたいと念じております。
　直近の３年間においては、新型コロナウイルス感染症が世
界的に拡がり、当地神戸でも断続的に幾重の波が押し寄せま
した。そのなかで地域の医療を支えるため、行政からの要請
もあり、コロナ専用病床の設置、発熱外来の運用を行い、職
員全員が感染防御に対する取り組みを実践し、積極的なコロ
ナ患者さんの受け入れを図ってきました。現在は収束に向か
いつつあるようにも見えますが、今後も引き続きこの状況を
継続し、地域貢献を行っていきたいと思っております。
　今後も医療の厳しい局面が続くものと思いますが、院長と
しての10年間を節目として病院の運営を後進に譲りたいと存
じます。院長退任後も診療は今まで通り続けたいと思います。
川崎病院院長を無事に勤めさせていただけたのは、地域の先
生方の熱いご支援の賜物と心から感謝し御礼申し上げます。

院長退任挨拶 院長就任挨拶
医療法人川崎病院

中村 正
　このたび、中村正前院長の後任として４月１日をもちまして、
院長に就任致しました。中村先生と同様にご厚誼を賜ります
ようにお願い申し上げます。
　わたくしは、鳥取大学医学部心臓血管外科学より縁あって
こちらに赴任いたしました。1983年に大阪大学を卒業後、心
臓血管外科の臨床および研究を中心に活動してまいりました。
2006年に鳥取大学へ赴任し急性期高度医療に携わるとともに、
2016年からは手術部長を兼任し、安全な手術室の構築に努め
てまいりました。鳥取県は高齢化した過疎地域が多く、急性
期治療後の病病連携、病診連携の構築などでも多くの経験を
積めたと思っております。今後これらの経験が生かせればと
考えております。どうぞよろしくお願い致します。
　当院は1936年の設立以来、今年で88年目を迎えました。
これからも、「良質な医療を提供し、信頼される病院に」とい
う川崎病院の医療理念に基づき、各診療科の医療機能の充実、
チーム医療の推進、医療安全に十分配慮した診療に誠心誠意
取り組み、地域医療へのさらなる貢献を目指し職員一丸となっ
て鋭意努力を続けてまいります。そして、院内外での全般的
な患者さんの支援業務、患者さんに関わる多職種への研修・
教育、院外への広報活動などに積極的に取り組んでいきたい
と考えております。
　また、３年以上にわたって感染流行の波を繰り返してきた
新型コロナウイルス感染症もようやく収束の兆しが見え始め
ました。しかしながら、当院の所在する兵庫区は神戸市の中
でも高齢者が多い地域であり、感染すれば重症化リスクが高
い患者さんが多くおられます。今後も引き続き感染対策を怠
らず、一般診療の充実に努めてまいります。
　本年度事業目標である、①救急医療の維持・促進、②コロナ
ウイルス感染防御対策の徹底、③地域医療支援病院としての機
能のさらなる強化と地域医療連携の促進、④地域包括ケア病棟
の安定的運用と院外からの入院促進、⑤患者支援センター機能
の強化と活性化、⑥診療機能充実を目指した医師の確保、⑦医
療安全の強化と積極的な取り組み、⑧災害対応病院としての役
割の明確化と機能強化、⑨予防医学部門の強化と健診事業の促
進、の９項目の達成に向けて引き続き邁進してゆく所存です。
　最後に、当院が神戸市の中でも高齢者が多いこの地域でさ
らに地域医療に貢献していくためには、リハビリや機能回復
に専念出来る療養型病院、老健施設、特別養護老人ホームと
の連携が特に重要です。今後の病診連携、病病連携のさらな
る発展のためにも、ご理解とご支援のほど、何卒よろしくお
願い申し上げます。

医療法人川崎病院

院長　西村 元延

　 電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297ご予約は地域医療連携室まで電話またはFAXにてお申し込み下さい。

令和５年度 入職式を行いました。
　４月３日（月）に、令和５年度の入職式を執り行
いました。
　今年は研修医４名、看護師23名（内、保健師１名）、
薬剤師２名、臨床検査技師１名、診療情報管理士
３名、社会福祉士１名、事務職１名の計35名が新
たに川崎病院の一員になりました。
　これからも地域の健康に貢献できるよう、病院
一丸となって頑張って参りますのでよろしくお願
い致します。

その他、各診療科にて力を注いでいる疾患・治療

注） 学会など諸事情により代診、休診になる場合もあります。
　　あらかじめご了承ください。

標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日 標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日

内科

糖尿病

血液

消化器癌の外科的治療
（近年は腹腔鏡手術に

力を入れております）

肝胆膵領域の悪性疾患
鼠径ヘルニア

胆石症、虫垂炎、鼠径ヘルニア
などの外科的疾患

市原 紀久雄（金曜 午前）
大塚 章人（木曜 午前・午後）

村井 潤（火曜 午前／水曜 午前）
横田 真二（月曜 午前）

出口 有近（木曜 午前・午後）
※糖尿病・生活習慣病センター枠（月～金 午後)
飯田 正人（月曜 午前／水曜 午前／金曜 午後）

中村 正（月曜 午前／水曜 午前）
前田 哲男（月曜 午前／水曜 午前）
野村 祐介（火曜 午前／木曜 午前）

于 志峰（金曜 午前）

全医師が対応致します

谷川 隆彦（水曜 午前／金曜 午前）
秋山 洋介（月曜 午前）

木村 聡宏（火曜 午前／金曜 午前）
村上 弘大（水曜 午前）
三上 城太（木曜 午前）

＊手術内容に応じて変更になることがあります
梶原 淳（木曜 午前）
梶原 淳（水曜 午後）

全医師が対応致します

西村 元延(月曜／午前）

循環器内科

外科
消化器外科

心臓血管外科

肥満、高脂血症、痛風

消化器

心臓血管疾患全般
(弁膜症、大動脈瘤）

心不全
末梢動脈疾患
冠動脈疾患

耳鼻咽喉科

整形外科

眼　　科

歯科
口腔外科

下屋 聡子 （月、水、木、金、土 午前）
※土曜日は第3のみ

形成外科 村上 英毅 （月、火、木、金 午前）

睡眠時無呼吸症候群
中耳炎

アレルギー性鼻炎
副鼻腔炎
扁桃炎

声 帯 ポ リ ー プ
突発性難聴

顔面神経麻痺

手全般
脊椎

骨粗鬆症
涙道手術

常深 健二郎（月曜 午前 ／水曜 午前 ／金曜 午前）
堀之内 豊（火曜 午前）

西堀 祥晴（第1.3.5の木曜 13：00 ～ 15：00）
松塲 眞弓（火曜 午前／水曜 午前／金曜 午前）

瘢痕・瘢痕拘縮
難治性潰瘍

外傷
皮膚・軟部組織損傷（全身）

顔面骨骨折
感染症

腫瘍（悪性、 良性）
顎骨骨折 全医師が対応致します

専　門　特　殊　外　来　等　担　当　医　表

（注）心臓血管外科外来では、心臓弁膜症などの疾患に対する外科的治療について検討を行い、手術適応症例については大阪大学心臓血管外科（患者さんの希望によっては近隣病院）に紹介致します。

診　療　科 月 火 水 木 金

内科
午前 横田 真二

【糖尿病外来】

前田 哲男

西村 元延

高井 研次
前田 哲男 野村 祐介

松田 守弘　9：00 ～ 11：00
野村 祐介

担当医（注）

松田 守弘  9：00 ～ 11：00
于 志峰

高井 研次

・・・・・

大塚 章人
【糖尿病外来】

村井 潤
【糖尿病外来】

杉澤 良介
【神経内科外来】

【レーザー外来】 完全予約制

市原 紀久雄
【糖尿病外来】

平位 一廣
【呼吸器外来】

午後 粕本 博臣
【腎臓外来】

福田 貴与子
【呼吸器外来】

久保 聡子
【糖尿病外来】

片山　優子
【総診・呼吸器外来】

村井 潤
【糖尿病外来】

松島 和樹
【予防接種外来】

中村 正（第1・3・5）
安田　美奈（第2・4）

【禁煙外来】

長谷 善明
【腫瘍外来】

大塚 章人
【糖尿病外来】

飯田 正人
【血液外来】

常深 健二郎
【手外科外来】～ 11：00

循環器内科

心臓血管外科

総合診療科
消化器内科

午後

辻尾 成人
【腎臓外来】

髙橋 怜嗣
【不整脈外来】

(第1・2・3)
【ペースメーカー外来】

・・・・・・・・・・・・・・・

松島 和樹  9：00 ～ 11：00

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・ ・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・午前

午前

午前

午前
午前

・・・・・

・・・・・ 柴北　宗顕
【直腸肛門外来】 14：30 ～

・・・・・ ・・・・・

山本 真由子
【乳腺外来】

堀之内 豊
【脊椎外来】

・・・・・
外科

午後

午後

整形外科
午前 ・・・・・

西堀　祥晴
【骨粗鬆症外来】（第1・3・5）

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

午後 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・

下屋　聡子
【補聴器外来】（第1・3・4・5）要 外来受診 ・・・・・

形成外科
午前 【フットケア外来】

・・・・・
・・・・・

耳鼻咽喉科

午後
・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・

【フットケア外来】
・・・・・

（第1・4）
【ストーマ外来】 9：00 ～

梶原　淳
【ヘルニア外来】
 13：30 ～ 15：30

インプラントおよび
インプラントのための骨再生


